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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第34期

第２四半期連結
累計期間

第34期
第２四半期連結
会計期間

第33期

会計期間
自　平成21年２月21日
至　平成21年８月20日

自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日

自　平成20年２月21日
至　平成21年２月20日

売上高 (千円) 16,260,958 8,561,834 28,842,665

経常利益 (千円) 272,936 143,254 363,793

四半期(当期)純利益 (千円) 75,666 30,609 122,817

純資産額 (千円) ― 3,348,657 3,194,720

総資産額 (千円) ― 25,424,497 23,828,605

１株当たり純資産額 (円) ― 518.99 512.46

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 12.00 4.80 19.70

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 13.1 13.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 890,582 ― 30,356

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,065,724 ― △ 1,433,589

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 517,675 ― 1,408,880

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 969,484 626,951

従業員数 (名) ― 422 373

（注）1.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　しておりません。

2.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

3.　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社、連結子会社５社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

　

（小売事業）

当第２四半期連結会計期間において、有限会社エイト薬品（連結子会社）を、親会社である株式会社ダイ

ユーエイトが平成21年６月21日に吸収合併しております。

　詳細は、「第５．経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（企業結合等関係）」に記載のとおりで

あります。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、以下の会社を親会社である株式会社ダイユーエイトが吸収合併し

ております。なお、記載内容は、前連結会計年度末現在のものであります。

名称 住所
資本金又
は出資金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の
所有(被所有)割合

関係内容
所有割合
(％)

被所有割合
(％)

（連結子会社）

福島県福島市 3,000小売事業 100.0 ―
不動産賃貸取引
役員の兼務　２名有限会社エイト薬品

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成21年８月20日現在

従業員数(名) 422[885]

(注) 従業員数は就業人員であり、準社員、パートタイマー・アルバイト（１日８時間換算による平均人数）は、外書きで

[　]内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年８月20日現在

従業員数(名) 374[744]

(注) 従業員数は就業人員であり、準社員、パートタイマー・アルバイト（１日８時間換算による平均人数）は、外書きで

[　]内に当第２四半期会計期間の平均人員を記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入れ及び販売の状況】

(1) 仕入実績

区分

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年５月21日
　　至　平成21年８月20日）

金額(千円)

小売事業 6,076,349

不動産事業 137,642

合計 6,213,991

(注) １　小売事業における内容は、次のとおりであります。

部門別

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

仕入高
(千円)

構成比
(％)

ホームセンター部門

ＤＩＹ用品 1,620,409 26.7

家庭用品 3,406,586 56.1

カー・レジャー用品 377,983 6.2

小計 5,404,979 89.0

文具・事務用品部門 38,382 0.6

食品部門 492,208 8.1

その他 140,780 2.3

合計 6,076,349 100.0

　
２　部門別の各構成内容は、次のとおりであります。

(1) ＤＩＹ用品　　　　　(建築資材、木材、塗料、工具、金物、園芸用品、エクステリア製品、リフォーム等)

(2) 家庭用品　　　　　　(家庭用雑貨品、日用雑貨品、インテリア用品、家事家電用品、文具・事務用品、ペット用品、

灯油、医薬品、化粧品、雑貨等)

(3) カー・レジャー用品　(カー用品、自転車用品、レジャー用品、スポーツ用品、キャンプ用品等)

(4) 文具・事務用品　　　(一般文具・事務機器、店舗用品、ビジネスサービス等)

(5) 食品　　　　　　　　(生鮮食品、一般食料品)

(6) その他　　　　　　　(流通業務代行、宝くじ販売、ハーブ・苗・花等)

　
３　不動産事業における内容は、次のとおりであります。

部門別

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

仕入高
(千円)

構成比
(％)

株式会社ダイユーエイト本部 137,642 100.0

合計 137,642 100.0

（注）　仕入高は賃貸収入に係る原価であり、その主なものは賃借料及び減価償却費等であります。

　
４　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 販売実績

区分

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年５月21日
　　至　平成21年８月20日）

金額(千円)

小売事業 8,358,442

不動産事業 222,128

合計 8,580,570

(注) １　不動産事業の金額には、セグメント間の内部売上高18,736千円が含まれております。

　

２　小売事業における部門別の内容は、次のとおりであります。

　

部門別

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

売上高
(千円)

構成比
(％)

ホームセンター
部門

ＤＩＹ用品 2,501,977 29.9

家庭用品 4,408,214 52.7

カー・レジャー用品 551,963 6.7

小計 7,462,156 89.3

文具・事務用品部門 68,207 0.8

食品部門 615,141 7.4

その他 212,937 2.5

合計 8,358,442 100.0

　

３　小売事業における地域別の内容は、次のとおりであります。

(単位：千円)

地域別

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

店舗数 売上高

福島県計 41 6,161,530

(県北地区) 12 1,812,708
(県中地区) 9 1,452,462
(県南地区) 4 356,773
(会津地区) 5 784,162
(いわき・相双地区) 11 1,755,424

宮城県計 2 157,573

山形県計 10 1,078,841

新潟県計 1 94,637

栃木県計 1 93,644

茨城県計 4 772,214

合計 59 8,358,442

(注)県北地区には、本社及び流通部門の売上を含んでおります。
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４　小売事業における単位当たり売上高の内容は、次のとおりであります。

　

摘要

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

金額等

売上高 8,358,442千円

平均売場面積 150,711㎡

１㎡当たり売上高 55千円

平均従業員数 1,308人

１人当たり売上高 6,390千円

(注) １．売場面積は「大規模小売店舗立地法」に基づくものであります。

２．従業員数には、準社員・パートタイマー・アルバイト(１人当たり、１日８時間換算)を含んでおりま

す。

　

５　不動産事業における内容は、次のとおりであります。

　

部門別

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

売上高
(千円)

構成比
(％)

株式会社ダイユーエイト本部 222,128 100.0

合計 222,128 100.0

　

６　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書の記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

(1)合併契約書の締結

当社は、平成21年７月９日に合併契約書を締結し、親会社である株式会社ダイユーエイトは連結子会

社である株式会社ＤＫＹコーポレーションを、平成21年10月21日付けで吸収合併いたします。

合併契約の概要は、次のとおりであります。

　 １．合併の目的 　 　 　 　

　

　株式会社ＤＫＹコーポレーションは、茨城県下でホームセンター2店舗（千代田店、下館店）を運営する会社であ

ります。当社が運営するホームセンターダイユーエイトの茨城県下でのドミナント化の推進の一環と店舗オペレー

ションを同一にすることにより、業務効率の向上、人的資源の有効活用を図ることを目的として合併いたします。

　 ２．合併の趣旨 　

　 ①合併の日程 　

　 　　合併決議取締役会 平成 21年 ７月 ９日 　

　 　　合併契約締結 平成 21年 ７月 ９日 　

　 　　合併予定日（効力発生日） 平成 21年 10月 21日 　

　

（注）本合併は、会社法第796条第3項に定める簡易合併ならびに同法第784条第1項に定める略式合併の規定によ

　　　り、当社および株式会社ＤＫＹコーポレーションにおいて、合併契約に関する株主総会の承認を得ること

　　　なく行うものであります。
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　 ②合併方式 　 　
　 　当社を存続会社とする吸収合併方式で、株式会社ＤＫＹコーポレーションは解散いたします。

　 ③合併に係る割当ての内容 　 　

　

　株式会社ＤＫＹコーポレーションは、当社100％子会社であるため、本合併による新株式の発行および資本金

の増加ならびに合併交付金の支払いはありません。

　 ④消滅会社の新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い

　 　該当事項はありません。 　 　
　

　
３．合併当事会社の概要 　 　

　

　
①商号

株式会社ダイユーエイト（個別） 株式会社ＤＫＹコーポレーション（個別）

　 （存続会社） （消滅会社）

　 （平成21年２月20日現在） （平成21年４月30日現在）

　

②事業内容
小売事業（ホームセンター、文具事務用品専門
店、食品スーパー）及び不動産事業（商業用地
の開発、不動産賃貸業）

小売事業（ホームセンター）

　 ③設立年月 昭和51年４月 平成21年２月

　 ④本店所在地 福島県福島市太平寺字堰ノ上58番地 茨城県かすみがうら市上稲吉1943

　 ⑤代表者 代表取締役社長　浅倉　俊一 代表取締役社長　阿部　和博

　 ⑥資本金 835百万円 50百万円

　 ⑦純資産 3,256百万円 82百万円

　 ⑧総資産 23,599百万円 407百万円

　 ⑨従業員数 335名 15名

　 ⑩決算期 2月20日 1月末日

　 ⑪大株主及び 浅倉　俊一 11.78%

株式会社ダイユーエイト 100%

　 持株比率 有限会社ティーエイシー 11.23%

　 　 ホーマック株式会社 10.91%

　 　 ダイユーエイト共栄会 5.90%

　
　

ダイユーエイト社員持株
会

5.00%

　 　 佐藤　友美 2.54%

　 　 浅倉　俊之 2.25%

　 　 浅倉　トヨ 1.92%

　 　 株式会社東邦銀行 1.76%

　
　

日本トラスティ・サービ
ス信託銀行株式会社

1.44%

　 　 　 　 　 　

　 ４．合併後の状況 　 　 　 　

　 ①商号、事業内容、本店所在地、代表者、資本金および決算期

　 　存続会社について「３．合併当事会社の概要」に記載の内容から変更ありません。

　 ②今後の見通し 　 　 　 　

　

本合併における個別業績に与える影響は軽微であります。また、当社の100％子会社の吸収合併であるため、連結

業績に与える影響はございません。

　 　

　

(2)業務・資本提携に関する基本合意書の解消

当社は、平成21年９月30日開催の取締役会において、ホーマック株式会社との間で平成14年１月15日に

締結しておりました業務・資本提携に関する基本合意書を解消することを決議いたしました。詳細は、

「第５　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。

　

４ 【財政状態及び経営成績の分析】

当第２四半期連結会計期間は、四半期報告制度の適用初年度であるため、前年同四半期との対比の記載が
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求められる事項については、その記載を行っておりません。
　　
(1)連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、輸出や生産活動面で持ち直しの動きが見られた

一方、企業収益の悪化に伴い設備投資活動は停滞し、雇用・所得環境の悪化が続きました。厳しい雇用情

勢や夏季の天候不順の影響等により個人消費は低調に推移する状況でありました。

流通小売業界におきましては、家計応援を訴求する生活関連商品の値下げによる低価格競争の激化や

消費者の節約志向の定着化を背景に収益性確保が難しい中、厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと当社グループ（当社及び連結子会社）は当第２四半期連結会計期間におきまし

て、新規出店として、５月に茨城下妻店（茨城県）、６月に茨城水戸店（茨城県）、及び７月にいわき大原

店（福島県）と計３店舗を開設いたしました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の店舗数は、59店舗（食品スーパー部門はホームセンター店舗

数に含めております）となりました。

なお、６月に有限会社エイト薬品（提出会社である株式会社ダイユーエイトの100％出資連結子会社）

を吸収合併しました。

以上によりまして、当第２四半期連結会計期間における当社グループの連結売上高は85億6千1百万円、

連結営業利益は1億6千9百万円、連結経常利益は1億4千3百万円、連結四半期純利益は特別損失として減損

損失5千2百万円の計上等により3千万円となりました。

　　 　

（小売事業）

小売事業の主力であるホームセンター部門における既存店ベースでの商品別販売動向につきまして

は、各種拡販キャンペーンを展開した結果、園芸・植物等のガーデニング関連、ペット関連及び日用品

が好調に推移し、売上増加に寄与しました。しかしながら、７～８月には低温多雨の天候不順に見舞わ

れ、夏物商品やレジャー関連用品が売上不振に陥りました。

販売促進策の面では、地域のお客様の家計を応援するため、ホームセンター全店で「800品目値下げ

宣言」を実施し、日用品・家庭用品・ペット用品・作業用品・園芸・カーレジャーの対象商品の中か

ら、生活必需品800品目を厳選し、値下げ販売を継続展開中であります。　

利益面につきましては、利益率の高い園芸用品・植物等が順調に進捗したものの、低価格志向の浸透

に伴う価格競争激化を主因に、ホームセンター部門における商品荒利益率は減少し、加えて新規開設店

舗の開店一時費用が増加した等により営業利益が伸び悩みました。

これらの結果、小売事業における売上高は83億5千8百万円、営業利益は1億7千2百万円となりました。

　

（不動産事業）

不動産事業につきましては、近隣型ショッピングセンター「エイトタウン」（計６箇所）とホーム

センター店舗との相乗効果を図っており、不動産事業における売上高は2億2千2百万円、営業利益は6千

8百万円となりました。

　　
　

　　
(2)連結財政状態に関する定性的情報

①　資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比較して15億9千5百万円増加し、254

億2千4百万円となりました。この主な要因は、新規出店に伴う固定資産の増加及びたな卸資産の増加等

であります。

　当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比較して14億4千1百万円増加し、220億7

千5百万円となりました。この主な要因は、長期借入金の増加等であります。
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　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比較して1億5千3百万円増加し、33億4

千8百万円となりました。この主な要因は、平成21年６月18日付で株式会社リックコーポレーションか

ら第三者割当増資の払込みを受けたことによる資本金及び資本準備金の増加、及び前期の配当金の支

払等による利益剰余金の減少並びに少数株主持分の増加等であります。

②　連結キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、第１四

半期連結会計期間末に比べて4億2千8百万円増加し、9億6千9百万円となりました

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動の結果、得られた資金は、5億3千2百万円となりまし

た。

　この主な要因は、税金等調整前四半期純利益8千6百万円、減価償却費1億9千6百万円、仕入債務の増

加2億6千2百万円等により資金が得られましたが、たな卸資産の増加1千万円等に資金が使用された

ことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動の結果、使用した資金は、1億8百万円となりました。

　この主な要因は、投資有価証券の取得による支出4千2百万円、店舗の新築に伴う有形固定資産の取

得による支出3千7百万円、敷金及び保証金の差入による支出1千6百万円等により資金が使用された

ことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動の結果、得られた資金は、4百万円となりました。

　この主な要因は、長期借入れによる収入12億円、株式発行による収入1億1千9百万円等で資金が得ら

れた一方、短期借入金の純減額7億1千4百万円、長期借入金の返済による支出5億2千5百万円、社債の

償還による支出6千5百万円、配当金の支払額9百万円等により資金が使用されたことによるもので

す。　

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更および新たに生じた課題はありません。

　

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

１ 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

２ 設備の新設、除却等の計画

(1) 重要な設備計画の変更

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設・除却

等について、重要な変更はありません。

　

(2) 重要な設備計画の完了

第１四半期連結会計期間末において、新設の計画中であった重要な設備計画の当第２四半期連結会計

期間における完了は次のとおりであります。

（提出会社）

事業所名（所在地）
セグメント

の名称

設備の

内容

投資額

（千円）

完成後の売場

面積(㎡)
完了年月

ホームセンター茨城下妻店
（茨城県下妻市） 小売事業 店舗 252,7163,287.4平成21年５月

ホームセンター茨城水戸店

（茨城県水戸市）
小売事業 店舗 293,3184,532.3平成21年６月

ホームセンターいわき大原店

（福島県いわき市）
小売事業 店舗 108,0942,509.8平成21年７月

合計 654,12910,329.5　

(注) １　上記金額には消費税等は含まれておりません。

２　投資額には、有形固定資産、無形固定資産の他に敷金・保証金等を含めております。

　

(3) 重要な設備の新設等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等の計画は以下のとおであり

ます。

会社名

事業所名

(仮名)

所在地 事業部門 設備内容

投資予定金額
資金調達
方法

着工
(予定)
年月

完成
(予定)
年月

完成後
の売場
面積
（㎡）

総額

（百万円)

既支出額

（百万円)

提出会社

会津若松店

福島県
会津若松市

ホームセンター事業部
ペット事業部

既存店舗
（増床）

115 2
自己資金
及び借入金

平成22年
1月

平成22年
4月

6,728

(注) １　上記金額には消費税等は含まれておりません。

２　投資額には、有形固定資産、無形固定資産の他に敷金・保証金等を含めております。

　

(4) 重要な設備の除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年８月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年10月２日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,434,000 6,434,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 6,434,000 6,434,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　 該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　 該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月18日 200,0006,434,00059,600 894,778 59,600 816,287

(注) 以下の第三者割当増資による増加であります。

発行価格　　596円

資本組入額　298円

（割当先　株式会社リックコーポレーション）
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年８月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

浅倉　俊一 福島県福島市 734 11.42

有限会社ティーエイシー 福島県福島市太平寺堰ノ上58番地 700 10.87

ホーマック株式会社 北海道札幌市厚別区厚別中央3条2丁目1番1号 680 10.56

ダイユーエイト共栄会 福島県福島市太平寺堰ノ上58番地 380 5.90

ダイユーエイト社員持株会 福島県福島市太平寺堰ノ上58番地 328 5.10

株式会社リックコーポレーション 岡山県岡山市北区下中野465番地の4 200 3.10

佐藤　友美 福島県福島市 158 2.45

浅倉　俊之 福島県福島市 140 2.18

浅倉　トヨ 福島県福島市 120 1.86

株式会社東邦銀行 福島県福島市大町3番25号 110 1.70

計 ― 3,552 55.20

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式6,433,400 64,334
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 普通株式      600― 同上

発行済株式総数 6,434,000― ―

総株主の議決権 ― 64,334 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が2,900株(議決権29個)含まれ

ております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成21年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年３月 　４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 580 641 622 620 614 655

最低(円) 508 556 557 565 582 600

(注)最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部における株価であります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間より「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正

する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後

の四半期連結財務諸表等規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成21年５月21

日から平成21年８月20日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年２月21日から平成21年８月20日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,170,543 821,222

受取手形及び売掛金 208,253 137,476

有価証券 － 3,278

たな卸資産 ※1
 6,494,354

※1
 5,820,565

その他 338,232 291,746

流動資産合計 8,211,382 7,074,289

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※2
 16,087,599

※2
 15,813,691

減価償却累計額 △6,171,752 △5,822,845

建物及び構築物（純額） 9,915,846 9,990,846

土地 2,218,870 2,218,824

その他 326,537 291,889

減価償却累計額 △196,708 △182,690

その他（純額） 129,829 109,198

有形固定資産合計 12,264,546 12,318,869

無形固定資産

のれん 334,338 15,434

その他 1,234,651 1,234,371

無形固定資産合計 1,568,989 1,249,805

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,002,043 1,838,251

その他 1,382,285 1,352,140

貸倒引当金 △4,750 △4,750

投資その他の資産合計 3,379,578 3,185,641

固定資産合計 17,213,114 16,754,315

資産合計 25,424,497 23,828,605

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,240,932 4,332,437

短期借入金 3,570,000 4,618,000

1年内返済予定の長期借入金 2,102,658 1,823,704

1年内償還予定の社債 280,000 350,000

未払法人税等 172,831 50,101

その他 1,166,987 1,162,929

流動負債合計 12,533,410 12,337,173

固定負債

社債 560,000 665,000
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月20日)

長期借入金 6,566,691 5,183,176

長期預り敷金保証金 1,798,909 1,827,943

退職給付引当金 142,593 131,622

役員退職慰労引当金 136,613 132,066

その他 337,621 356,902

固定負債合計 9,542,429 8,296,711

負債合計 22,075,840 20,633,884

純資産の部

株主資本

資本金 894,778 835,178

資本剰余金 816,287 756,687

利益剰余金 1,635,907 1,616,346

株主資本合計 3,346,972 3,208,211

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,532 △7,347

繰延ヘッジ損益 △5,252 △6,143

評価・換算差額等合計 △7,784 △13,490

少数株主持分 9,469 －

純資産合計 3,348,657 3,194,720

負債純資産合計 25,424,497 23,828,605
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年２月21日
　至 平成21年８月20日)

売上高 16,260,958

売上原価 11,673,515

売上総利益 4,587,442

販売費及び一般管理費 ※1
 4,258,686

営業利益 328,756

営業外収益

受取利息 4,971

受取配当金 2,457

受取手数料 44,447

その他 39,870

営業外収益合計 91,746

営業外費用

支払利息 128,931

その他 18,635

営業外費用合計 147,567

経常利益 272,936

特別損失

減損損失 82,361

固定資産除却損 180

その他 4,229

特別損失合計 86,772

税金等調整前四半期純利益 186,164

法人税、住民税及び事業税 161,521

法人税等調整額 △45,493

法人税等合計 116,028

少数株主損失（△） △5,530

四半期純利益 75,666
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年５月21日
　至 平成21年８月20日)

売上高 8,561,834

売上原価 6,183,318

売上総利益 2,378,515

販売費及び一般管理費 ※1
 2,209,052

営業利益 169,463

営業外収益

受取利息 2,368

受取配当金 2,457

受取手数料 22,429

その他 15,582

営業外収益合計 42,838

営業外費用

支払利息 64,124

その他 4,922

営業外費用合計 69,047

経常利益 143,254

特別損失

減損損失 52,756

その他 4,229

特別損失合計 56,986

税金等調整前四半期純利益 86,268

法人税、住民税及び事業税 58,386

法人税等調整額 1,010

法人税等合計 59,397

少数株主損失（△） △3,738

四半期純利益 30,609
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年２月21日
　至 平成21年８月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 186,164

減価償却費 384,491

のれん償却額 31,095

減損損失 82,361

支払利息 128,931

受取利息及び受取配当金 △7,429

売上債権の増減額（△は増加） △70,776

たな卸資産の増減額（△は増加） △673,788

仕入債務の増減額（△は減少） 908,495

その他 119,790

小計 1,089,336

利息及び配当金の受取額 3,420

利息の支払額 △118,527

法人税等の支払額 △39,827

その他の支出 △43,819

営業活動によるキャッシュ・フロー 890,582

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △42,414

有形固定資産の取得による支出 △478,851

敷金及び保証金の差入による支出 △195,001

敷金及び保証金の回収による収入 43,012

預り保証金の返還による支出 △47,807

預り保証金の受入による収入 18,774

その他 △363,436

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,065,724

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,048,000

長期借入れによる収入 2,650,000

長期借入金の返済による支出 △987,530

社債の償還による支出 △175,000

配当金の支払額 △55,886

株式の発行による収入 119,092

少数株主からの払込みによる収入 15,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 517,675

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 342,533

現金及び現金同等物の期首残高 626,951

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 969,484
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年５月21日　至　平成21年８月20日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日
　至　平成21年８月20日)

１　連結の範囲に関する事項の

変更

（1）連結の範囲に関する事項

株式会社ＤＫＹコーポレーションは平成21年２月23日に設立したことから第

１四半期連結会計期間より連結子会社に含めることとしました。

　なお、株式会社ＤＫＹコーポレーションは決算日が１月31日であるため、連結

財務諸表を作成するに当たって平成21年７月31日現在の財務諸表を使用し、連

結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行ってお

ります。

　株式会社アレンザジャパン(平成21年７月14日商号変更、旧アレンザコーポ

レーション)は平成21年４月１日に設立したことから第１四半期連結会計期間

より連結子会社に含めることとしました。

　有限会社エイト薬品(連結子会社)は、平成21年６月21日に親会社である株式会

社ダイユーエイトが吸収合併し、第２四半期連結会計期間より連結子会社から

除外しております。

（2）変更後の連結子会社の数

５社

　 （追加情報）

　 平成21年７月９日付の合併契約書に基づき、親会社である株式会社ダイユー

エイトは連結子会社である株式会社ＤＫＹコーポレーションを平成21年10月21

日付で吸収合併いたします。

２　たな卸資産の評価に関する

会計基準の適用

　通常の販売目的で保有する商品については、従来、主として売価還元法による原

価法、原材料については個別法による原価法、仕掛品については総平均法による

原価法、貯蔵品については最終仕入原価法による原価法によっておりましたが、

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計

基準第９号　平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、商品について

は主として売価還元法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）、

原材料については主として個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法）、仕掛品については主として総平均法による原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）、貯蔵品については主として最終仕入原価法による原価

法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。これによる当

第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年２月21日
　 至　平成21年８月20日)

１　たな卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前

連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法に

よっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算

定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっております。

３　繰延税金資産の算定方法 　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環

境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結

会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用す

る方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月20日)

前連結会計年度末
(平成21年２月20日)

※１　たな卸資産 　 　 　 ※１　たな卸資産 　 　 　
商品 6,399,880千円 　 商品 5,725,769千円 　

仕掛品 16,811〃 　 仕掛品 31,008〃 　

原材料及び貯蔵品 77,662〃 　 原材料及び貯蔵品 63,787〃 　

計 6,494,354千円 　 計 5,820,565千円 　

　 　 　 　 　 　 　 　

※２　固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額 　 ※２　固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額 　

建物 44,342千円 　 建物 44,342千円 　

構築物 506〃 　 構築物 506〃 　

　 　 　 　 　 　 　 　

３　当座貸越契約及びシンジケートローン契約 ３　当座貸越契約及びシンジケートローン契約

親会社は、金融機関との間に運転資金調達のため

及び新規出店資金調達のため、当座貸越契約及びシ

ンジケートローン契約を締結しております。これら

契約に基づく第２四半期連結会計期間末の借入未実

行残高は次のとおりであります。 　

親会社は、金融機関との間に運転資金調達のため

及び新規出店資金調達のため、当座貸越契約及びシ

ンジケートローン契約を締結しております。これら

契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は

次のとおりであります。 　

当座貸越極度額及び
9,550,000千円

　 当座貸越極度額及び
7,050,000千円

　

シンジケートローン契約総額 　 シンジケートローン契約総額 　

借入実行残高 6,200,000〃 　 借入実行残高 5,750,000〃 　

差引額 3,350,000千円 　 差引額 1,300,000千円 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

当第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日 
　至　平成21年８月20日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当 1,316,835千円

退職給付費用 40,489〃

役員退職慰労引当金繰入額 4,546〃

　

当第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当 686,285千円

退職給付費用 20,358〃

役員退職慰労引当金 1,956〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日 
　至　平成21年８月20日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年８月20日現在）

現金及び預金 1,170,543千円 　

預入期間が３か月超の定期預

金
△ 201,058〃 　

現金及び現金同等物 969,484千円 　
 

　

(株主資本等関係)

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年８月20日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年２月21日

　至　平成21年８月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,434,000

　

２　自己株式に関する事項

　　　 該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

　　 該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月15日
定時株主総会

普通株式 56,106 9.00平成21年２月20日 平成21年５月18日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年９月30日
取締役会

普通株式 57,906 9.00平成21年８月20日 平成21年11月２日 利益剰余金

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

      当社は、平成21年６月18日付けで第三者割当増資を行い、株式会社リックコーポレーションより払込み

を受けました。この結果、当第２四半期連結会計期間において資本金が59,600千円、資本準備金59,600千

円増加し、第２四半期連結会計期間末において資本金が894,778千円、資本準備金が816,287千円となって

おります。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年５月21日　至　平成21年８月20日)

(単位：千円)

　 小売事業 不動産事業 計
消去又は
 全社

連結

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 8,358,442203,3918,561,834 ― 8,561,834

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 18,736 18,736 (18,736) ―

計 8,358,442222,1288,580,570(18,736)8,561,834

営業利益 172,758 68,751 241,509(72,046)169,463

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な商品等

(1) 小売事業……ＤＩＹ用品、家庭用品、カー・レジャー用品、医薬品、化粧品、雑貨、文具・事務用品、食品、リ

フォーム、ハーブ・苗・花等

(2) 不動産事業…商業用地の開発及び不動産の賃貸

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年２月21日　至　平成21年８月20日)

(単位：千円)

　 小売事業 不動産事業 計
消去又は
全社

連結

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 15,851,214409,74416,260,958 ― 16,260,958

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 38,255 38,255 (38,255) ―

計 15,851,214448,00016,299,214(38,255)16,260,958

営業利益 353,550 134,226 487,776(159,019)328,756

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な商品等

(1) 小売事業……ＤＩＹ用品、家庭用品、カー・レジャー用品、医薬品、化粧品、雑貨、文具・事務用品、食品、リ

フォーム、ハーブ・苗・花等

(2) 不動産事業…商業用地の開発及び不動産の賃貸

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自 平成21年５月21日　至 平成21年８月20日)において、在外連結子会社

及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年２月21日　至 平成21年８月20日)において、在外連結子会社

及び在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自 平成21年５月21日　至 平成21年８月20日)において、海外売上高がな

いため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年２月21日　至 平成21年８月20日)において、海外売上高がな

いため、該当事項はありません。
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(有価証券関係)

  　当第２四半期連結会計末(平成21年８月20日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

  　当第２四半期連結会計末(平成21年８月20日)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日 
　至　平成21年８月20日)

（共通支配下の取引等）

１.結合当事企業の名称及び事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含む取引の概要

（1）結合当事企業の名称 　 　

当社及び当社の完全子会社である有限会社エイト薬品 　 　

（2）事業の内容 　 　

小売事業

（3）企業結合の法的形式 　 　 　

当社を存続会社とする吸収合併方式（会社法796条第３項に定める簡易合併）

（4）結合後企業の名称 　 　 　

株式会社ダイユーエイト 　 　 　

（5）取引の目的を含む取引の概要 　 　

（イ）取引の目的 　 　 　

本合併は事業効率を高め、経営資源と事業基盤を統合し、事業規模の拡大と収益性の向上を図ることを
目的としたものであります。

（ロ）合併の期日 　 　 　

平成21年６月21日 　 　 　

２.実施した会計処理の概要

「企業結合に係る会計基準」(企業会計審議会　平成15年10月31日)及び「企業結合会計基準及び事業分割等会計

基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号最終改正　平成19年11月15日)に基づき、共通支配下の取

引として会計処理を行っております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月20日)

前連結会計年度末
(平成21年２月20日)

　 　

　 518.99円
　

　 　

　 512.46円
　

　

２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年８月20日)

１株当たり四半期純利益金額 12.00円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年８月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 75,666

普通株式に係る四半期純利益(千円) 75,666

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 6,304

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

１株当たり四半期純利益金額 4.80円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日
至　平成21年８月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 30,609

普通株式に係る四半期純利益(千円) 30,609

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 6,373
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(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年５月21日 
　至　平成21年８月20日)

（業務・資本提携の解消）

当社は、平成21年９月30日開催の取締役会において、ホーマック株式会社との間で平成14年１月15日に締結して

おりました業務・資本提携に関する合意書を解消することを決議いたしました。また、同日に当該契約の解消につ

いて、ホーマック株式会社と合意しております。

１．業務・資本提携解消の理由

当社とホーマック株式会社は、平成14年１月15日付で業務・資本提携に関する基本合意書を締結し、商品の共同

開発及び共同仕入並びに経営上の各種情報・ノウハウ等の相互共有に取り組んでまいりましたが、ホーマック株式

会社は平成18年９月１日付で株式会社カーマ、ダイキ株式会社とともにDCM Japanホールディングス株式会社へ経

営統合を行っており、その持株会社体制が具体化する過程において、当社との関係に変化が生じ、具体的には、業務

提携における仕入取引、経営上の各種情報・ノウハウの交流、店舗開発・出店地域の調整等について、上記の経営統

合により、中断しておりました。

当社は、平成21年３月24日付けで株式会社リックコーポレーションと業務・資本提携を行っており、両社におい

て今後の方針について検討を重ねた結果、当該契約を解消するとの結論に達しました。

以上により、当該契約を解消することを株式会社ダイユーエイトと株式会社ホーマックの両社の取締役会にお

いて決議したものであります。

２．業務・資本提携解消の内容

業務提携の内容については、商品の共同開発及び共同仕入並びに経営上の各種情報・ノウハウ等の相互共有の

補完等であります。

資本提携の内容については、以下のとおりであります。

　なお、ホーマック株式会社が所有している当社株式の取扱いについては、今後両社において協議いたします。

①株式数 680,000株

②発行済株式に対する割合 10.56％（平成21年８月20日現在)

３．提携解消の相手先

①商号 ホーマック株式会社

②主な事業内容 ホームセンター事業

③設立年月日 昭和26年12月

④本店所在地 北海道札幌市厚別区厚別中央３条２丁目１-１

⑤代表者 代表取締役社長　柴田 憲次

⑥資本金 109億8,166万円

⑦売上高(連結） 184,542百万円(平成21年２月期）

⑧従業員数(8時間換算） 社員 1,847人、パート社員 3,502人(平成21年２月期)

⑨大株主構成及び持分比率 DCM Japanホールディングス株式会社　100.00％

⑩当社との関係 資本関係：議決権被所有割合　　10.56％

　 人的関係：ありません

　 取引関係：不動産賃貸借取引

４．業務・資本提携解消の日程

平成21年９月30日 取締役会決議

平成21年９月30日 業務・資本提携解消の合意書締結

５．当該事象の財政状態及び経営成績に与える影響

業務・資本提携解消による業績の影響は軽微であります。

　

(リース取引関係)

　　当第２四半期連結累計期間(自　平成21年２月21日　至　平成21年８月20日)

所有権移転外ファイナンスリース・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理

を行っておりますが、当第２四半期連結累計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度の末日と

比較して著しい変動が認められないため、記載しておりません。
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２【その他】

平成21年９月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　①中間配当による配当金の総額　　　　　　57,906千円

　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　9円00銭

　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成21年11月２日

　(注) 平成21年８月20日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払

　　　 を行います
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ダイユーエイト(E03350)

四半期報告書

28/29



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年10月１日

株式会社ダイユーエイト

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　尾　形　克　彦　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　那　須　和　良　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴　木　和　郎　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ダイユーエイトの平成21年２月21日から平成22年２月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成21年５月21日から平成21年８月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年２月21日から平成

21年８月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイユーエイト及び連結子会社の平

成21年８月20日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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